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施設名

演題名 リネン・病衣の定数化における経費削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

リネン・病衣の過剰発注。病床数の変動や幾度ものリネンの保管場所の変更などからリネンの管理が煩雑と
なり定数化や契約の見直しが出来ていなかった。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 12

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）リネン・病衣の賃借料金の削減

（目標値）前年度比10％減

①業者を含めた契約の見直し
②発注書の回収場所を変更
③院内におけるリネン保管者場所を一か所にまとめる
④定数に合わせた発注方法の見直しと周知

（実施前）前年度半期データを100％

（実施後）前年半期比較10％削減

教育：契約内容や定数設定について新規業者とも運用手順を作成しCWに周知する。
管理：在庫に過不足が無いか毎月、納品状況等を確認する。
標準化：定期的な定数の見直しと運用手順の徹底をする。

中村
なかむら

　知子
ともこ

　（介護福祉士）石川島記念病院

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

③管理部門

2023年3月　～　2023年11月

取り組種別 問題解決型

櫛田　康代　（看護師）

小杉学 総務

阪本孝之 経理

介護福祉士

介護福祉士山田奈実

櫛田康代 看護師

佃寝具店
つくだしんぐてん

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 中村知子



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】 ・開院以降にリネン業者と契約内容の見直し等を行っていなかった。

・業者間の情報共有ができてなく、発注書の回収忘れが頻繁にあった。

・管理が煩雑で、病院も業者も在庫を正確に都度把握できていなかった。

・患者のリネン使用サイクルの変更に伴い定数の見直しが必要であった。

【対策の立案と実施】

【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

教育：契約内容や定数設定についての運用手順を作成しCWに周知する。

管理：在庫に過不足が無いか納品状況を確認する。

標準化：定期的な定数の見直しと運用手順の徹底を行う。

【反省と今後の進め方】

リネンの在庫数の推移を確認した。
職員へのアンケートでは様々な問題点が浮かび上がった。

リネンの発注方法に理解の相違があったり、発注基準がバラバラであったり
と、問題点が浮かんできた

リネンの料金システムについては明確に理解できていなかった。

回復期からコロナ、コロナから回復期へと、病床数の変化がある中で、
保管場所や在庫数の管理が徹底できていなかった。

患者一人当たりの支払い賃借料の推移をみると延べ患者数は増加してい
るが、支払額は減少したことで一人当たりの支払額も減少している。

契約内容を理解している職員がいなかったことで、業者との認識と理解の
ずれが発生し運用がスムーズに行えなかった。また、要因分析を行う中で
契約内容やその言葉の意味が理解できず現状把握するのに時間がか
かった。今後、契約業者の変更になる予定があるが、その際も今回同様、
契約内容を正しく理解し、新たな運用手順をフロー化し定数管理を継続し
経費節減に努めたい。

・発注伝票の管理と納品確認の方法を統一できるようにフロー化（見える
化）した。

患者一人当たりの、リネン＋病衣の賃借料金を、２０２３年９月までに、前半期
より１０％削減する。

・２ヵ所あった保管場所を１ヵ所に統一して在庫を定数化した。

・契約書と請求額表を業者に請求し開院以後からの契約内容と請求状況
を見直した。

・回収BOXの場所を業者と相談して変更した。


